
提

出

者

中

村

哲

治

平
成
十
四
年
十
二
月
十
三
日
提
出

質

問

第

五

二

号

我
が
国
に
お
け
る
条
約
難
民
の
認
定
体
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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我
が
国
に
お
け
る
条
約
難
民
の
認
定
体
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

難
民
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
取
り
組
み
の
中
で
、
特
に
見
直
す
べ
き
点
は
、
我
が
国
の
難
民
審
査
体
制
で
あ
る
。

各
国
は
、
い
ず
れ
も
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
難
民
条
約
」
）
等
に
基
づ
き
、
法
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
現
実
の
我
が
国
の
難
民
認
定
者
数
は
、
他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
著
し
く
少
な
い
。

こ
の
違
い
は
、
我
が
国
の
難
民
審
査
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意

識
を
背
景
に
、
十
一
月
二
十
日
及
び
二
十
七
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
い
て
、
法
務
省
に
対
し
質
問
を
行
っ
た
。
し
か

し
、
私
と
し
て
は
、
十
分
な
答
え
が
得
ら
れ
た
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
第
三
十
一
条
に
よ
る
と
、
難
民
条
約
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
前
文
及
び
附
属
文
を
含

め
た
条
約
文
や
締
結
国
間
で
な
さ
れ
た
難
民
条
約
の
関
係
合
意
で
あ
る
最
終
文
書
の
規
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
如
何
か
。
ま
た
、
難
民
の
人
権
の
広
範
な
保
障
と
い
う
難
民
条
約
の
趣
旨
、
目
的
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
如
何
か
。

二

難
民
の
地
位
を
認
定
す
る
作
業
は
裁
量
行
為
で
は
な
く
、
難
民
で
あ
る
こ
と
を
有
権
的
に
確
定
す
る
行
為
で
あ
る
と
考
え

一



る
が
如
何
か
。

三

平
成
十
四
年
八
月
二
十
七
日
に
受
領
し
た
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
五
四
第
一
九
五
号
）
に
お
い
て
、
政
府
は
、
「
国
際
連

合
難
民
高
等
弁
務
官
が
行
う
難
民
の
認
定
」
は
、
「
難
民
条
約
所
定
の
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
難
民
条
約
締
約

国
に
よ
る
難
民
の
認
定
と
は
目
的
及
び
対
象
を
異
に
す
る
」
と
の
見
解
を
表
明
さ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
日
本
・
韓
国
地
域
事
務
所
発
行
の
文
書
「
日
本
に
お
け
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
注
：
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
の
役
割
に
関
す
る
質
問
」
に
よ
る
と
、
「
政
府
と
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
双
方
が
庇
護
希
望
者
の
面
接

を
行
な
う
目
的
は
、
真
の
難
民
を
経
済
移
民
や
そ
の
他
の
移
民
か
ら
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
実
行
に
向
け
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
と
一
九
五
一
年
難
民
条
約
締
約
国
政
府
の
双
方
は
類
似
し
た
立
場
に
立
っ
て
、
迫
害
さ
れ
る
と
い
う
十
分
に
理
由
の
あ

る
恐
怖
を
判
断
す
る
た
め
、
原
則
的
に
同
じ
難
民
の
定
義
を
用
い
る
。
条
約
の
締
結
国
と
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
最
終
的
に
同
じ
目

的－

彼
ら
に
国
際
的
保
護
、
特
に
迫
害
に
送
り
返
さ
れ
な
い
と
い
う
権
利
を
提
供
す
る
こ
と
の
た
め
に
難
民
と
認
定
す

る
。
」
と
あ
る
。

ま
た
、
「
庇
護
申
請
者
が
法
務
省
に
不
認
定
と
さ
れ
た
場
合
で
も
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
そ
の
人
物
は
難
民
の
地
位
に
相
当
す

る
と
考
え
る
場
合
の
み
に
お
い
て
、
執
行
委
員
会
結
論
に
従
っ
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
彼
ら
に
認
定
の
証
明
書
を
付
与
す

二



る
。
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
の
行
う
難
民
の
認
定
と
政
府
が
行
う
難
民
の
認
定
と
は
、
本
来
、

目
的
及
び
対
象
を
同
じ
く
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

四

両
者
の
認
定
す
る
難
民
が
、
本
来
目
的
及
び
対
象
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
審
査
結
果
の
違
い
は
、
審
査
す

る
際
に
与
え
ら
れ
た
情
報
が
異
な
っ
て
い
る
か
、
或
い
は
審
査
体
制
そ
の
も
の
に
不
備
が
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か
に
因
る
と
考

え
る
が
如
何
か
。

他
方
、
政
府
が
、
両
者
の
難
民
の
認
定
は
目
的
及
び
対
象
を
異
に
す
る
と
の
見
解
を
訂
正
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
の

見
解
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
見
解
と
は
違
う
と
主
張
さ
れ
て
い
る
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
が
如
何
か
。

五

国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
と
政
府
と
ど
ち
ら
の
審
査
結
果
が
正
し
い
の
か
国
民
が
比
較
す
る
た
め
に
、
政
府
が
、
難
民

で
は
な
い
と
判
断
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
そ
の
判
断
理
由
を
開
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
開
示
す
る
際
に
個
人
情
報
の
保
護

が
問
題
と
な
る
場
合
は
、
対
象
と
な
る
本
人
の
了
承
を
得
た
事
例
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
で
き
る
と
考
え
る
が
如
何

か
。

六

難
民
で
あ
る
こ
と
を
有
権
的
に
確
定
す
る
行
為
で
あ
る
難
民
の
審
査
業
務
と
、
裁
量
行
為
で
あ
る
入
国
管
理
業
務
は
、
性

三



格
が
大
き
く
異
な
る
。
各
業
務
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
難
民
の
審
査
業
務
は
法
務
省
か
ら
切
り
離
し
、
新
た
に
内

閣
府
に
独
立
し
た
機
関
を
設
置
し
た
う
え
で
、
当
該
機
関
が
扱
う
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

七

仮
に
法
務
省
で
難
民
審
査
業
務
を
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

�

審
査
結
果
に
つ
い
て
中
身
を
伴
っ
た
理
由
（
「
申
請
期
間
を
過
ぎ
て
い
る
（
六
十
日
ル
ー
ル
の
適
用
）
た
め
」
と
い
っ

た
定
型
的
な
理
由
を
除
く
）
を
明
示
す
る

�

判
断
の
前
提
と
し
た
全
て
の
資
料
を
申
請
者
に
開
示
す
る

な
ど
、
審
査
過
程
の
透
明
性
を
高
め
、
審
査
能
力
に
つ
い
て
国
民
の
信
頼
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

八

審
査
に
お
い
て
は
、
申
請
者
に
、
第
一
言
語
で
、
利
害
対
立
の
無
い
通
訳
人
に
よ
る
通
訳
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
申
請
者
の
通
訳
人
選
定
に
関
す
る
希
望
を
で
き
る
限
り
尊
重
し
、
調
書
を
第
一
言
語
で
記
載
す
る
こ

と
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
テ
ー
プ
録
音
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
通
訳
の
適
正
を
担
保
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

四


